


　労働者の労働環境は労使の力関係の上に成り立って
います。我々はその関係を、少しでも労働者に有利なもの
にしたいと考えています。そのためには大きな声をあげね
ばなりません。だからあなたの力が欲しいのです。
　現在の労働者はその権利と健康を守る制度の中で働
いています。我々は使用者に、そのような制度をきちんと
守ってもらいたいと考えています。そのためには大きな声を
あげねばなりません。だからあなたの力が欲しいのです。
　あなたの加入が労使の「労」を
強くし、環境の改善につながります。
力を貸して下さい。

　コロナ禍、大学附属病院の女性医療従事者は、膨
大に増えた仕事や家庭と子育てのすべてを背負ってし
まいがちです。誹謗中傷にさらされることもあります。
　教育の場では、リケ女教育など、何等かの努力が見
られてきましたが、理工系の女性研究者を積極的に雇
用しようとする政策は積極性を欠き始めています。
　ここは、“女性部”とはありますが、本来周辺的な立場
にある人たちのサポートと協力の場としても女性部があ
ればよいと思っています。
　この「自由に語れる場」に気軽に
参加していただきたいと思います。

　コロナ禍での「リアル」な交流が希薄になる中で、一
人で「自己責任」の重みに苦しんでいませんか。
　国立大学法人化以降の競争原理の浸透は、減らさ
れる教職員と不安定化する雇用形態、増大複雑化す
る業務のはざまで大学の職場環境を悪化させていま
す。その問題の解決力は教職員組合という団結の輪を
広げることにかかっています。ひとり一人の人間が尊重
される連帯の場として組合が頑張ることが重要です。

　  皆さんの加入が、政府や文科省そして
社会に解決を働きかける大きな力になり
ます。加入を心からお待ちしています。

病院で看護師として働きながら、組合活動に
参加しています。現場で働く中で様 な々不満や、
こんな職場だったら働きやすいのに、と思うこと
が多々あります。個人ではただのつぶやきで終
わってしまいますが、組合は実際に病院に声を
届けることができます。「医科系大学教職員懇
談会」では全国で活動する組合員と情報を共
有し、職場以外にも全国に自分の味方がいるの

だと実感し、心強く感じています。
　 組合は数が命です。皆様の
ご加入をお持ちしています。

　仕事や職場のことで悩みや問題を感じたとき、協力して、解決へ向けた話し合い
を法人と対等に出来るのが労働組合です。今ではすっかり「当然」になった働く条
件も実は組合の取り組みの結果、実現したものが数多くあります。
　何か困っていないか、何を感じているのか、孤立していないか、さりげなくお互
いを見守り、声をかけ合う職場を、いっしょにつくりましょう！
　全大教は、それぞれの大学が自主的・自律的に、より良い教育・研究を行うこと
ができるよう、文科省や財務省、国会議員等に要請や会見を行っています。
　全大教に加盟する組合は、法人との団体交渉によってさまざまな労働条件の改善
を図っています。「働きやすい職場づくり」のために現場の声を届けています！
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組合は

労働条件の

守り手です

※各大学の労使交渉結果ですので全国一律ではありません。詳しくは各組合へお問い合わせ下さい。
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私たちの声を届けています
　全大教は、教育・研究・医療の充実にむけて、文科省や財務省、
国会議員、関係団体への要請等を行っています。

正規職員との待遇差の解消、正規職員化、継続雇用・無期転換促進など。

不安定・無限定な年俸制の改善、昇格の改善、各種手当の改善、サバティカル制度の改
善、長時間労働の是正、各種休暇の充実など。

医療現場での献身的業務、遠隔での教育研究や業務、感染防止対策、在宅勤務制度の
整備、学生のサポートなど。

新型コロナへの対応

労働条件の改善

非常勤職員の待遇改善

ハラスメント相談体制の充実。だれもが気持ちよく働くことができる職場環境の実現。

ハラスメントのない職場

▲中教審での意見発表

▲財務省会見 ▲文部科学省会見

▲厚生労働省要請▲日本学術会議との懇談

私たちのがんばりにしっかり応え、
モチベーションアップ！な労働条件を

いっしょに
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